
免許
教職免許「外国語（ドイツ語）」の取得に必要な教科の指導法を修得し、中学
校・高等学校でのドイツ語教育を実践できるようにすることを教育目標とする。

学科総合講座
ドイツ語圏の歴史・文化・社会について興味・関心を高め、概括的な知
識を修得し、分析を行い見解を提示できるようにすることを教育目標と
する。

【備　考】
点線の枠内は5～8学期にかけて履修する科目

*付の科目は、ドイツ語の教科及び教科の指導法に関する科目
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言
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・
文
学
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思
想

修得された高度な語学能力を活かし、ドイツ語を一言
語の体系として探求すると同時に、ドイツ語圏において
産み出される文学・思想などについて多様な視点から
アプローチすることを通して、ドイツ語を語学に限定す
ることなく理解を深め、得られた知識を活用してドイツ
語圏の言語・文化・思想に関わる事柄について適切に
問題を設定して論理的に論述・議論する能力を養うこ
とを教育目標とする。

芸
術
・
文
化

修得された高度な語学能力を活かし、美術や音楽、演
劇、メディア文化など、ドイツ語圏における芸術・文化
の多様な専門領域に関する知識を体系的かつ横断的
に修得し、その知識を活用してドイツ語圏の芸術・文化
に関わる事柄について適切に問題を設定して論理的
に論述・議論する能力を養うことを教育目標とする。

現
代
社
会
・
歴
史

修得された高度な語学能力を活かし、政治や経済、歴
史、地域・環境問題、EUとの関係など、ドイツ語圏の社
会・歴史の多様な専門領域に関する知識を体系的か
つ横断的に修得し、その知識を歴史的かつ現代的事
象と結び付けて考察し、なおかつ具体的に駆使してド
イツ語圏の社会・歴史に関わる事柄について適切に問
題を設定して論理的に論述・議論する能力を養うことを
教育目標とする。

全学共通授業科目 全カリの欄を参照

外国語学部共通科目 外共の欄を参照

卒業論文
ドイツ語圏の歴史・文化・社会に関して、テーマを設定し、調査・研究を
進め、その成果を卒業論文として提出できるようにすることを教育目標
とする。
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ドイツ語圏とEU a

ドイツ語圏現代社会・歴史特殊講義

ドイツ語圏歴史概論 b*ドイツ語圏歴史概論 a*

ドイツ語圏現代社会概論 a* ドイツ語圏現代社会概論 b*

ドイツ語概論 b*ドイツ語概論 a*

ドイツ語圏文学・思想概論 a* ドイツ語圏文学・思想概論 b* ドイツ語圏の文学 a*

 ドイツ語圏の思想 a

ドイツ語圏の演劇 a

ドイツ語圏の政治・経済 a

ドイツ語圏の歴史 a

ドイツ語圏のメディア文化 a

ドイツ語圏芸術・文化特殊講義

ドイツ語圏芸術・文化概論 a*

ドイツ語学･文学・思想特殊講義

ドイツ語圏の言語 a*

交流文化に関する各種分野について特定の専門知識を修得し、分析
し、自らの見解を提示できるようにすることを教育目標とする。

ドイツ語圏芸術・文化概論 b*

卒業論文

ドイツ語圏の地域・環境問題 b

ドイツ語圏の政治・経済 b

ドイツ語圏のメディア文化 b

ドイツ語圏の演劇 b

ドイツ語圏の音楽 b

ドイツ語圏の歴史 b

テクスト研究（現代社会・歴史） a

テクスト特殊研究（現代社会・歴史）

テクスト特殊研究（芸術・文化）

テクスト研究（現代社会・歴史） b

上級ドイツ語ライティング b

上級ドイツ語スピーキング a 上級ドイツ語スピーキング b

上級ドイツ語リスニング(CAL) a 上級ドイツ語リスニング(CAL) b

上級英語

中世ドイツ語 a

上級ドイツ語特殊演習

上級ドイツ語リーディング b

中世ドイツ語 b

ビジネスドイツ語 a

専門演習 専門演習

上級ドイツ語リーディング a

テクスト研究（芸術・文化） bテクスト研究（芸術・文化） a
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ドイツ語圏の言語・歴史・文化（文学・思想・芸術）・社
会に関する体系的な専門知識を修得し、独自の研究
課題を設定した研究発表・レポート作成・ディスカッショ
ン・グループワークなどの協働学習を通じてコミュニ
ケーション・スキルやチームワーク能力、情報リテラ
シーを養い、さらに全人的教養 Bildung（これは天野貞
祐の言う「人間形成」である）と論理的思考に基づき学
習成果を自分の言葉で的確に表現するプレゼンテー
ション能力を獲得することを教育目標とする。

ドイツ語圏入門Ⅰ ドイツ語圏入門Ⅱ

英語

基礎演習Ⅰ 基礎演習Ⅱ

ドイツ語圏の美術 b

ドイツ語学科　履修系統図

科目群・部門の学修・教育目標

基礎ドイツ語Ⅰ 基礎ドイツ語Ⅱ 応用ドイツ語Ⅰ 応用ドイツ語Ⅱ

１年次 ２年次

上級ドイツ語ライティング a

４学期

中級ドイツ語リーディング a 中級ドイツ語リーディング b

中級ドイツ語ライティング a 中級ドイツ語ライティング b
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「聞く」「話す」「読む」「書く」というドイツ語の４技能を総
合的に修得し、ドイツ語を用いて他者とのコミュニケー
ションを図り、異文化を理解し情報を収集するのに必
要な能力を養成し、さらに高度な能力を身に付けること
でさまざまな事柄についてドイツ語の文章で表現する
ことやドイツ語で議論できるようにすることを教育目標
とする。

科
目
群

部門

中級ドイツ語スピーキング a 中級ドイツ語スピーキング b

中級ドイツ語リスニング(CAL) a 中級ドイツ語リスニング(CAL) b

４年次

１学期 ２学期 ３学期

総合ドイツ語Ⅷ

５学期 ６学期 ７学期 ８学期

総合ドイツ語Ⅴ

３年次

総合ドイツ語Ⅵ総合ドイツ語Ⅰ 総合ドイツ語Ⅱ 総合ドイツ語Ⅲ 総合ドイツ語Ⅳ 総合ドイツ語Ⅶ

ドイツ語科教科教育法Ⅰ* ドイツ語科教科教育法Ⅱ* ドイツ語科教科教育法Ⅲ* ドイツ語科教科教育法Ⅳ*

上級ドイツ語(総合) a* 上級ドイツ語(総合) b*

専門演習 専門演習

ドイツ語圏とEU b

ドイツ語圏の地域・環境問題 a

ビジネスドイツ語 b

ドイツ語圏の美術 a

ドイツ語圏の音楽 a

翻訳特殊演習

インターンシップ特殊演習

留学準備特殊演習

外国語教育特殊演習

通訳特殊演習

テクスト研究（語学・文学・思想） a

テクスト特殊研究（語学・文学・思想）

テクスト研究（語学・文学・思想） b

 ドイツ語圏の思想 b

ドイツ語圏の言語 b*

ドイツ語圏の文学 b*


